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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年８月６日に提出いたしました第81期第２四半期(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

四半期報告書について、一部訂正が必要となりましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書

を提出するものであります。

　当社の四半期の税金費用の計算については、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理を採用しており

ます。すなわち、通期の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて税金

費用を計算しておりますが、平成22年12月期第２四半期における実効税率見積り時に、第２四半期に発生し

た子会社売却に伴う税金費用等を織り込まなかったことから訂正が必要になったものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正を行いましたので併せて

修正後のXBRL形式のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を関連書類として提出しております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しており

ますが、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任あずさ監査法人により、四半期レビューを受け、

四半期レビュー報告書を受領しております。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

　１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　(1) 経営成績の分析

　(2) 財政状態の分析

第５　経理の状況

　１　四半期連結財務諸表

　(1) 四半期連結貸借対照表

　(2) 四半期連結損益計算書

　　第２四半期連結累計期間

　　第２四半期連結会計期間

　　　注記事項

　(１株当たり情報)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

(訂正前)

回次
第80期

第２四半期連結
累計期間

第81期
第２四半期連結
累計期間

第80期
第２四半期連結
会計期間

第81期
第２四半期連結
会計期間

第80期

会計期間

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    12月31日

売上高 (千円) 7,950,6647,503,8423,910,6663,637,20115,610,081

経常利益 (千円) 1,027,3941,897,600166,774 662,3282,293,329

四半期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) 820,4421,190,61537,685 379,965△7,072,846

純資産額 (千円) ― ― 49,392,83340,202,75940,859,666

総資産額 (千円) ― ― 268,931,321225,143,421256,251,528

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,230.12 999.87 1,016.73

１株当たり四半期
純利益額又は当期純損
失額(△)

(円) 20.46 29.70 0.94 9.48 △176.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益額

(円) 18.76 28.50 0.87 9.10 ―

自己資本比率 (％) ― ― 18.34 17.81 15.91

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,649,9992,692,718 ― ― 5,136,259

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,688,12616,427,018 ― ― 75,503

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 530,006△24,027,433 ― ― △1,520,774

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 15,823,08513,114,49818,022,195

従業員数 (名) ― ― 231 53 229

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第80期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益額については、潜在株式は存在しますが１株当たり当期純損失

額であるため記載しておりません。
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(訂正後)

回次
第80期

第２四半期連結
累計期間

第81期
第２四半期連結
累計期間

第80期
第２四半期連結
会計期間

第81期
第２四半期連結
会計期間

第80期

会計期間

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    12月31日

売上高 (千円) 7,950,6647,503,8423,910,6663,637,20115,610,081

経常利益 (千円) 1,027,3941,897,600166,774 662,3282,293,329

四半期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) 820,442 908,615 37,685 97,965△7,072,846

純資産額 (千円) ― ― 49,392,83339,920,75940,859,666

総資産額 (千円) ― ― 268,931,321225,143,421256,251,528

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,230.12 992.83 1,016.73

１株当たり四半期
純利益額又は当期純損
失額(△)

(円) 20.46 22.66 0.94 2.44 △176.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益額

(円) 18.76 21.75 0.87 2.35 ―

自己資本比率 (％) ― ― 18.34 17.68 15.91

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,649,9992,692,718 ― ― 5,136,259

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,688,12616,427,018 ― ― 75,503

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 530,006△24,027,433 ― ― △1,520,774

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 15,823,08513,114,49818,022,195

従業員数 (名) ― ― 231 53 229

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第80期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益額については、潜在株式は存在しますが１株当たり当期純損失

額であるため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(訂正前)

(1) 経営成績の分析

① 連結業績

当第２四半期における我が国経済は、世界的な在庫調整と新興国経済の回復により、輸出と生産が増

加を続け、個人消費については景気刺激策の効果もあり着実に持ち直しつつあります。一方、雇用関連

指標は依然として厳しい状況であることや、欧州や米国を中心とした海外景気下振れリスクによる円

高・株安懸念もあり、景気の先行きは不透明な状況が続くと思われます。 

当社の中核事業である不動産賃貸市場におきましては、企業のオフィスコスト削減のため活動拠点を

集約する動きから、新築ビルだけでなく既存ビルの空室率増加に歯止めがかかる兆しは見えず、当面厳

しい状況が続くものと考えられます。

このような状況下、当社グループでは、将来の更なる飛躍のための礎を作るべく、平成22年度を初年

度とする中期経営計画を策定し、収益力および財務基盤の強化に取り組んでおります。 

不動産事業においては、リーシング体力を増強することで空室率・賃料の改善を目指し、あわせて管理

コスト削減に取り組むことで安定収益の確保に努めました。有価証券投資事業においては、現物ポジ

ションを抑制しながら、慎重な運営を継続してまいりました。 

また、経営資源を不動産事業に集中する観点から、平成22年6月4日、環境事業を担ってきた連結子会

社である株式会社トスマク・アイの全株式を三谷セキサン株式会社に譲渡いたしました。 

この結果、売上高は3,637百万円（前年同期比7.0％減）、営業利益は1,094百万円（前年同期比

16.1％減）、経常利益は662百万円（前年同期比297.1％増）となり、四半期純利益は379百万円（前年

同期比908.3％増）となりました。

　
連結業績

　 　 　 （単位：百万円）　

　 前第２四半期 当第２四半期 前年同期比 ％ 　

売上高 3,910 3,637 △273 △6.99　

営業利益 1,303 1,094 △209△16.06　

経常利益 166 662 495 297.14　

特別利益 94 1,648 1,554 -　

特別損失 △188 △1,637 △1,448 -　

四半期純利
益 37 379 342 908.26　

　
　

(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度に比べ31,108百万円減少して225,143百万円となりました。主として連結子

会社である千代田四番町開発特定目的会社が保有する土地の売却に伴い、有形固定資産が減少したこと

等によるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ30,451百万円減少して184,940百万円となりました。主として千代田四

番町開発特定目的会社の借入金を返済したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ656百万円減少して40,202百万円となりました。保有株式の株価下落

により、その他有価証券評価差額金が減少したこと等によるものであります。

自己資本比率は、上記のことから、前連結会計年度の15.9%から17.8%に改善いたしました。
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(訂正後)

(1) 経営成績の分析

① 連結業績

当第２四半期における我が国経済は、世界的な在庫調整と新興国経済の回復により、輸出と生産が増

加を続け、個人消費については景気刺激策の効果もあり着実に持ち直しつつあります。一方、雇用関連

指標は依然として厳しい状況であることや、欧州や米国を中心とした海外景気下振れリスクによる円

高・株安懸念もあり、景気の先行きは不透明な状況が続くと思われます。 

当社の中核事業である不動産賃貸市場におきましては、企業のオフィスコスト削減のため活動拠点を

集約する動きから、新築ビルだけでなく既存ビルの空室率増加に歯止めがかかる兆しは見えず、当面厳

しい状況が続くものと考えられます。

このような状況下、当社グループでは、将来の更なる飛躍のための礎を作るべく、平成22年度を初年

度とする中期経営計画を策定し、収益力および財務基盤の強化に取り組んでおります。 

不動産事業においては、リーシング体力を増強することで空室率・賃料の改善を目指し、あわせて管理

コスト削減に取り組むことで安定収益の確保に努めました。有価証券投資事業においては、現物ポジ

ションを抑制しながら、慎重な運営を継続してまいりました。 

また、経営資源を不動産事業に集中する観点から、平成22年6月4日、環境事業を担ってきた連結子会

社である株式会社トスマク・アイの全株式を三谷セキサン株式会社に譲渡いたしました。 

この結果、売上高は3,637百万円（前年同期比7.0％減）、営業利益は1,094百万円（前年同期比

16.1％減）、経常利益は662百万円（前年同期比297.1％増）となり、四半期純利益は97百万円（前年同

期比160.0％増）となりました。

　
連結業績

　 　 　 （単位：百万円）　

　 前第２四半期 当第２四半期 前年同期比 ％ 　

売上高 3,910 3,637 △273 △6.99　

営業利益 1,303 1,094 △209△16.06　

経常利益 166 662 495 297.14　

特別利益 94 1,648 1,554 -　

特別損失 △188 △1,637 △1,448 -　

四半期純利
益 37 97 60 159.96　

　
(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度に比べ31,108百万円減少して225,143百万円となりました。主として連結子

会社である千代田四番町開発特定目的会社が保有する土地の売却に伴い、有形固定資産が減少したこと

等によるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ30,169百万円減少して185,222百万円となりました。主として千代田四

番町開発特定目的会社の借入金を返済したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ938百万円減少して39,920百万円となりました。保有株式の株価下落

により、その他有価証券評価差額金が減少したこと等によるものであります。

自己資本比率は、上記のことから、前連結会計年度の15.9%から17.7%に改善いたしました。
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第５ 【経理の状況】

(訂正前)

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期連結

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年１月１

日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任あずさ監査法人により四半

期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任あずさ監査法人となりました。

　

(訂正後)

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期連結

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年１月１

日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任あずさ監査法人により四半

期レビューを受けております。

金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任あずさ監査法人により、四半期レビューを受け、四半

期レビュー報告書を受領しております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任あずさ監査法人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 13,114,498 18,204,754
　 　 受取手形及び売掛金 23,439 295,396
　 　 不動産投資有価証券 440,021 2,948,771
　 　 その他 6,028,948 2,448,118
　 　 貸倒引当金 △760 △1,000

　 　 流動資産合計 19,606,148 23,896,040

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） ※１ 64,570,768 ※１ 60,006,053
　 　 　 土地 ※２ 70,184,462 ※２ 94,162,014
　 　 　 その他（純額） ※１ 1,330,872 ※１ 5,134,805

　 　 　 有形固定資産合計 136,086,103 159,302,873

　 　 無形固定資産 2,847,154 2,890,291
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 49,123,478 53,181,076
　 　 　 不動産投資有価証券 16,993,240 16,299,412
　 　 　 その他 524,603 726,706
　 　 　 貸倒引当金 △37,308 △44,873

　 　 　 投資その他の資産合計 66,604,014 70,162,323

　 　 固定資産合計 205,537,272 232,355,487

　 資産合計 225,143,421 256,251,528

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 － 14,622
　 　 短期借入金 45,250,715 55,834,002
　 　 1年内償還予定の社債 － 1,000,000
　 　 賞与引当金 19,706 90,133
　 　 その他 2,424,416 6,627,083

　 　 流動負債合計 47,694,838 63,565,841

　 固定負債 　 　
　 　 社債 3,746,000 3,746,000
　 　 長期借入金 95,116,328 104,666,561
　 　 退職給付引当金 40,914 237,266
　 　 長期預り金 29,327,436 32,723,482
　 　 その他 9,015,144 10,452,711

　 　 固定負債合計 137,245,823 151,826,021

　 負債合計 184,940,662 215,391,862
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(単位：千円)

　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 8,203,700 8,203,700
　 　 資本剰余金 8,626,940 8,628,092
　 　 利益剰余金 17,661,892 16,471,277
　 　 自己株式 △2,997,192 △2,998,240

　 　 株主資本合計 31,495,341 30,304,829

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 8,592,716 10,459,215

　 　 評価・換算差額等合計 8,592,716 10,459,215

　 新株予約権 114,700 95,620

　 純資産合計 40,202,759 40,859,666

負債純資産合計 225,143,421 256,251,528
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 13,114,498 18,204,754
　 　 受取手形及び売掛金 23,439 295,396
　 　 不動産投資有価証券 440,021 2,948,771
　 　 その他 6,028,948 2,448,118
　 　 貸倒引当金 △760 △1,000

　 　 流動資産合計 19,606,148 23,896,040

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） ※１ 64,570,768 ※１ 60,006,053
　 　 　 土地 ※２ 70,184,462 ※２ 94,162,014
　 　 　 その他（純額） ※１ 1,330,872 ※１ 5,134,805

　 　 　 有形固定資産合計 136,086,103 159,302,873

　 　 無形固定資産 2,847,154 2,890,291
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 49,123,478 53,181,076
　 　 　 不動産投資有価証券 16,993,240 16,299,412
　 　 　 その他 524,603 726,706
　 　 　 貸倒引当金 △37,308 △44,873

　 　 　 投資その他の資産合計 66,604,014 70,162,323

　 　 固定資産合計 205,537,272 232,355,487

　 資産合計 225,143,421 256,251,528

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 － 14,622
　 　 短期借入金 45,250,715 55,834,002
　 　 1年内償還予定の社債 － 1,000,000
　 　 賞与引当金 19,706 90,133
　 　 その他 2,706,416 6,627,083

　 　 流動負債合計 47,976,838 63,565,841

　 固定負債 　 　
　 　 社債 3,746,000 3,746,000
　 　 長期借入金 95,116,328 104,666,561
　 　 退職給付引当金 40,914 237,266
　 　 長期預り金 29,327,436 32,723,482
　 　 その他 9,015,144 10,452,711

　 　 固定負債合計 137,245,823 151,826,021

　 負債合計 185,222,662 215,391,862

　 　 　 　 　 　

EDINET提出書類

昭栄株式会社(E00523)

訂正四半期報告書

10/18



　

(単位：千円)

　 　 　 当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 8,203,700 8,203,700
　 　 資本剰余金 8,626,940 8,628,092
　 　 利益剰余金 17,379,892 16,471,277
　 　 自己株式 △2,997,192 △2,998,240

　 　 株主資本合計 31,213,341 30,304,829

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 8,592,716 10,459,215

　 　 評価・換算差額等合計 8,592,716 10,459,215

　 新株予約権 114,700 95,620

　 純資産合計 39,920,759 40,859,666

負債純資産合計 225,143,421 256,251,528
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
 至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 7,950,664 7,503,842

売上原価 4,777,372 3,987,545

売上総利益 3,173,291 3,516,296

販売費及び一般管理費 　 　
　 給料及び手当 174,561 175,700
　 賞与引当金繰入額 18,876 16,387
　 その他 450,143 406,418

　 販売費及び一般管理費合計 643,582 598,505

営業利益 2,529,709 2,917,790

営業外収益 　 　
　 有価証券運用益 378,280 451,384
　 その他 94,724 84,809

　 営業外収益合計 473,005 536,193

営業外費用 　 　
　 支払利息 1,746,565 1,386,940
　 その他 228,755 169,443

　 営業外費用合計 1,975,321 1,556,383

経常利益 1,027,394 1,897,600

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 1,545,681
　 社債償還益 393,590 －
　 その他 94,020 144,467

　 特別利益合計 487,610 1,690,148

特別損失 　 　
　 不動産投資有価証券評価損 178,979 1,150,750
　 その他 22,078 488,194

　 特別損失合計 201,057 1,638,944

税金等調整前四半期純利益 1,313,946 1,948,805

法人税等 ※1 493,504 ※1 758,189

四半期純利益 820,442 1,190,615
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
 至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 7,950,664 7,503,842

売上原価 4,777,372 3,987,545

売上総利益 3,173,291 3,516,296

販売費及び一般管理費 　 　
　 給料及び手当 174,561 175,700
　 賞与引当金繰入額 18,876 16,387
　 その他 450,143 406,418

　 販売費及び一般管理費合計 643,582 598,505

営業利益 2,529,709 2,917,790

営業外収益 　 　
　 有価証券運用益 378,280 451,384
　 その他 94,724 84,809

　 営業外収益合計 473,005 536,193

営業外費用 　 　
　 支払利息 1,746,565 1,386,940
　 その他 228,755 169,443

　 営業外費用合計 1,975,321 1,556,383

経常利益 1,027,394 1,897,600

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 1,545,681
　 社債償還益 393,590 －
　 その他 94,020 144,467

　 特別利益合計 487,610 1,690,148

特別損失 　 　
　 不動産投資有価証券評価損 178,979 1,150,750
　 その他 22,078 488,194

　 特別損失合計 201,057 1,638,944

税金等調整前四半期純利益 1,313,946 1,948,805

法人税等 ※1 493,504 ※1 1,040,189

四半期純利益 820,442 908,615
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【第２四半期連結会計期間】

(訂正前)

(単位：千円)

　 　

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 3,910,666 3,637,201

売上原価 2,267,751 2,233,526

売上総利益 1,642,915 1,403,675

販売費及び一般管理費 　 　
　 給料及び手当 75,759 82,870
　 賞与引当金繰入額 18,876 14,516
　 その他 244,839 212,159

　 販売費及び一般管理費合計 339,475 309,545

営業利益 1,303,439 1,094,129

営業外収益 　 　
　 有価証券運用益 － 241,531
　 法人税等還付加算金 16,235 －
　 その他 40,328 37,830

　 営業外収益合計 56,564 279,361

営業外費用 　 　
　 支払利息 875,897 704,141
　 有価証券運用損 264,729 －
　 その他 52,603 7,020

　 営業外費用合計 1,193,229 711,162

経常利益 166,774 662,328

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 1,545,681
　 固定資産売却益 53,025 －
　 新株予約権戻入益 30,060 －
　 その他 10,933 102,987

　 特別利益合計 94,020 1,648,669

特別損失 　 　
　 不動産投資有価証券評価損 178,979 1,150,750
　 その他 9,890 487,092

　 特別損失合計 188,870 1,637,842

税金等調整前四半期純利益 71,923 673,155

法人税等 ※１ 34,238 ※１ 293,189

四半期純利益 37,685 379,965
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(訂正後)

(単位：千円)

　 　

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 3,910,666 3,637,201

売上原価 2,267,751 2,233,526

売上総利益 1,642,915 1,403,675

販売費及び一般管理費 　 　
　 給料及び手当 75,759 82,870
　 賞与引当金繰入額 18,876 14,516
　 その他 244,839 212,159

　 販売費及び一般管理費合計 339,475 309,545

営業利益 1,303,439 1,094,129

営業外収益 　 　
　 有価証券運用益 － 241,531
　 法人税等還付加算金 16,235 －
　 その他 40,328 37,830

　 営業外収益合計 56,564 279,361

営業外費用 　 　
　 支払利息 875,897 704,141
　 有価証券運用損 264,729 －
　 その他 52,603 7,020

　 営業外費用合計 1,193,229 711,162

経常利益 166,774 662,328

特別利益 　 　
　 投資有価証券売却益 － 1,545,681
　 固定資産売却益 53,025 －
　 新株予約権戻入益 30,060 －
　 その他 10,933 102,987

　 特別利益合計 94,020 1,648,669

特別損失 　 　
　 不動産投資有価証券評価損 178,979 1,150,750
　 その他 9,890 487,092

　 特別損失合計 188,870 1,637,842

税金等調整前四半期純利益 71,923 673,155

法人税等 ※１ 34,238 ※１ 575,189

四半期純利益 37,685 97,965
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【注記事項】

(１株当たり情報)

(訂正前)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

　 　

　 999.87円
　

　 　

　 1,016.73円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 20.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18.76円
　

１株当たり四半期純利益金額 29.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 28.50円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 820,442 1,190,615

普通株式に係る四半期純利益(千円) 820,442 1,190,615

普通株式の期中平均株式数(千株) 40,093 40,093

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(千株)

3,634 1,675

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0.87円
　

１株当たり四半期純利益金額 9.48円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 9.10円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 37,685 379,965

普通株式に係る四半期純利益(千円) 37,685 379,965

普通株式の期中平均株式数(千株) 40,093 40,093

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(千株)

3,003 1,672

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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(訂正後)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年12月31日)

　 　

　 992.83円
　

　 　

　 1,016.73円
　

　

　
２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 20.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18.76円
　

１株当たり四半期純利益金額 22.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 21.75円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年１月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 820,442 908,615

普通株式に係る四半期純利益(千円) 820,442 908,615

普通株式の期中平均株式数(千株) 40,093 40,093

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(千株)

3,634 1,675

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0.87円
　

１株当たり四半期純利益金額 2.44円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2.35円
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 37,685 97,965

普通株式に係る四半期純利益(千円) 37,685 97,965

普通株式の期中平均株式数(千株) 40,093 40,093

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(千株)

3,003 1,672

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年12月28日

昭栄株式会社

取締役会  御中

　

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    二ノ宮　隆　雄   ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　尾　英　明 　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭栄

株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭栄株式会社及び連結子会社の平成22年６月

30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成

績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

１．四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表

について四半期レビューを行った。

２．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、従来、有

形固定資産（平成10年4月1日以降に取得した建物は除く）の減価償却方法について定率法を採用してい

たが、当第1四半期連結会計期間から定額法に変更している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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